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現
在
の
護
国
神
社
を
中
心
と
す
る
一
帯

に
は
、
２
代
藩
主
・
前
田
正ま
さ
と
し甫

公
が
元
禄

15
年
に
築
造
さ
せ
た「
磯
部
御
庭
」が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
富
山
市
郷
土
博
物
館
発
行

の『
博
物
館
だ
よ
り
』第
二
十
二
号
に
よ
る

と
、
正
甫
公
は
、
磯
部
村（
当
時
）に
あ
っ

た
家
老
近
藤
善
右
衛
門
の
下
屋
敷（
現
在

の
鹿
嶋
神
社
の
辺
り
）で
生
ま
れ
、
磯
部

村
の
鎮
守
で
あ
る
鹿
嶋
神
社
を
深
く
崇
敬

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
磯
部
村
か
ら
諏
訪

川
原
に
か
け
て
の
一
帯
を
御
用
屋
敷（
富

山
藩
の
用
地
）と
し
て
鹿
嶋
神
社
の
社
殿

を
新
築
、
こ
れ
を
中
心
に
一
大
庭
園
を
設

け
た
そ
う
で
す
。

　
前
述
の『
博
物
館
だ
よ
り
』に
よ
る
と
、

「
ま
ず
、
神
通
村
か
ら
引
き
出
し
た
巨
石

で
石
山
を
築
き
土
を
盛
り
、
富
士
山
と
い

う
築
山
を
造
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
山

に
、
梅
・
桜
・
桃
・
柳
・
李（
す
も
も
）・
梨
を

植
え
て
、
ふ
も
と
に
は
茶
の
木
山
や
ツ
ツ

ジ
山
な
ど
を
造
り
、
山
吹
・
紅
葉
な
ど
四

季
の
草
木
花
を
植
え
ま
し
た
。
城
か
ら
磯

部
ま
で
の
間
に
は
東
海
道
の
名
所
を
模
し
、

琵
琶
湖
を
形
づ
く
り
、
そ
の
周
囲
に
は
八

景
を
つ
く
り
、
茶
亭
も
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
大
庭
園
に
は
、
東
南
に
立
山
連

峰
、
西
に
呉
羽
山
、
す
ぐ
横
に
は
豊
か
な

神
通
川
の
流
れ
と
い
う
天
然
の
背
景
も
添

え
ら
れ
て
お
り
、
金
沢
の
兼
六
園
に
も
劣

ら
ぬ
立
派
な
も
の
で
し
た
」と
い
う
こ
と

で
大
変
素
晴
ら
し
い
庭
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
御
庭
が
廃
絶
し
た
後
も
、「
磯
部
富
士
」

は
長
く
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
は

な
く
、
跡
地
に
往
時
を
偲
ば
せ
る
岩
積
み

岩
組
み
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
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鹿嶋神社

「磯部富士」は切り崩されて跡地に神社関連
の建物が建てられていたが、その建物も撤去
され、現在は岩積み岩組みが築かれている。

「
磯
部
富
士
」の
石
碑

正甫公生誕の地
（現在の鹿嶋神社辺り）


